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「本土」の私たちにできることーー世論と運動をつくる

（１）沖縄の米軍基地問題に関心を持ち、私たち一人一人の問題として自覚すること。

（２）政府やメディアのウソに反論し、「誤解」を解く言論活動。沖縄タイムス、琉球新報の二紙

のフォロー。裁判の内容、陳述の紹介、反対運動を闘っている人たちの思いを知り、伝える活動。

（３）職場、地域、グループで学習会、講演会、映画会、写真展などを開催するキャンペーン活動。

（４）戦争法反対、憲法改悪反対の運動の強化。9条改憲も緊急事態条項も沖縄の問題に直結。

（５）カンパへの協力

・ゲート前・海上行動チーム★ヒヤミカチ★の応援

・辺野古基金 （県外からのカンパが７割、２／１７現在約で 5億 4400万円､約 8万 6千件）

（６）街宣活動への参加。沖縄基地問題の宣伝を行います。

（毎月第三月曜日７：００～ 京橋駅 次回は特例で３月１４日 呼びかけ：リブインピース）

（７）辺野古ゲート前・テントの現地への座り込み参加等闘争支援

（８）大衆集会への参加

○３／２７（日）廃止しよう！戦争法 とめよう！辺野古新基地建設 許すなアベ政治！集会

デモ 午後 1 時半開場－ 2 時開会（デモ出発：4 時～）中之島中央公会堂・大ホール

□沖縄への米軍基地集中は沖縄差別です。辺野古新基地建設は基地強化です。

□沖縄戦で「捨て石」にし多大な犠牲を強いた上、さらに基地の犠牲を押しつけてはなりません。

□米軍普天間基地の代替地は沖縄にも「本土」にもどこにもいりません。今すぐ撤去です。

□沖縄は米軍基地で潤っていません。逆に米軍基地は社会や経済の発展を阻害しています。

□米軍基地は抑止力ではありません。戦争の脅威と基地被害をさらに高めるだけです。

□基地を建設するために豊かな自然を壊すのを許しません。

辺野古基金

★ヒヤミカチ★


